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オープンカウンター[1]は，大気中で，低エネルギーの電子を高感度で計数できる装置である。

大気中光電子収量分光法（Photoemission Yield Spectroscopy in Air: PYSA）は，波長を変えながら試

料に紫外線を照射し，放出される光電子をオープンカウンターで計数することによって，大気中

で物質表面の電子状態を観察できる[2]。工業用材料の特性の理解に役立てられ，特に有機エレク

トロニクス分野のデバイス設計において，PYSA を用いた測定結果が重要なパラメータとなって

いる他，様々な分野の多様な材料の評価に適用されている。また，真空中で電子状態を観察する

手法と比べて試料の制約が少ないという特長から，Al 表面の初期酸化過程における変化[3]等，大

気中で時々刻々と変化する表面の観察にも役立てられている。 

PYSA のような測定では，一般には入射光子

からエネルギーを与えられた電子が放出される。

これに対し，入射光子のエネルギーで結晶内に

励起子が生成され，結晶内を拡散して F センタ

ーにエネルギーを与えることによる電子放出

（exciton-induced emission）が観測されることが

あり，例としてヨウ化カリウム（KI）の報告例

がある[4]。今回，MgO(100)単結晶のへき開後の

PYSA による測定結果に見られる特異的なスペ

クトル形状ついて，KI 同様の欠陥形成に伴う電

子放出特性の観点での考察を試みた。また，時

間変化について調べた結果も報告する。 
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Fig. 1 MgO(100)単結晶のへき開直後の光電子

放出特性 
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